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必要でした。EBMを実践するために必要なスキルは実は複雑なものですが、その中核に位置するものを
ここでは「エビデンス能力」と呼ぼうと思います。私はあくまでも「エビデンス能力」という装備を後
から装着したに過ぎず、それは未だに不完全です。 
さてここで、再び医療という情け容赦のない荒海に漕ぎだし、そこで沈没することなしに航海を続け
るために必要な二つの装備としての、「エビデンス能力」と「ナラティブ能力」についての、私の理解を
整理しておきます。「エビデンス能力」とは、「医療において適切な臨床判断を行うために必要な能力」
であって、別の言い方をすれば、「臨床判断のプロセスにおいて、その判断の基準を与えてくれる参照枠
となる外部情報（その多くは臨床疫学的情報）を適切に利用するための能力」です。エビデンス能力は
EBMという医療実践を適切に行うためには欠くことのできない能力です。 
「ナラティブ能力」とは、「医療において患者と適切な対話を行う能力」ですが、物語という観点か
らもう少し詳しく言うと「患者の病いの物語を聴取し、理解し、解釈すること」ができ、「患者の病いの
語りについての医療者の物語や、医療者自身の物語を適切に表現すること」ができ、それを通じて、「医
療者と患者の適切な関係性（=癒しの関係）に参入することができる」能力です。ナラティブ能力の、
医療における典型的な実現の例が、NBM（Narrative Based Medicine:物語と対話に基づく医療）の実
践です。 
しかし、実際の医療現場において、二つの装備は連携して用いられます。ちょうど最強の盾と最強の
槍を両方とも身に付けた勇者が、決して「矛盾」に落ち込んでしまうとは限らないように、この二つの
能力は一人の医療者において互いに相補い、協力しあって、有効で意味深い患者中心の医療実践に貢献
します。言葉を変えれば、最強の攻撃呪文と最良の回復呪文を両方とも唱える賢者のような役割を、医
療者は担うことができるようになるのです。それが実現した時、そこで行われる医療はナラティブスキ
ルとエビデンススキルの双方が矛盾することなく存分に発揮される医療となるでしょう。 
これらの「対話を通じて患者と適切な関係を結び」「その関係の中で適切に臨床判断を行いつつ行動
する」能力こそ、医療者が患者とともに、この非条理で情け容赦のない「医療」という荒海を航海する
ために必要な二つの「装備」なのです。そして、この二つの能力が現場で行動に移される時、それは訓
練によって身についたスキルとして目に見えるものとなるのです。 
 
「イーノック、そんな装備で大丈夫か？」 
「一番いいのをくれ」 
 
